
大
学
短
期
大
学
部
特
任
教
授
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

16
日
㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他

の
所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
年

金
生
活
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

令
和
４
年
度
も
新
た
に
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
対
象
に

な
り
得
る
人
に
対
し
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
請
求
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
書

類
が
届
い
た
ら
、
同
封
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
読
み
、
ハ
ガ
キ（
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

老
齢
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

支
給
要
件　

▽
65
歳
以
上
で
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
者
▽
同
一
世
帯

の
全
員
が
市
民
税
が
非
課
税
▽
年

金
と
そ
の
他
の
所
得
の
合
計
が
88

万
１
２
０
０
円
以
下

給
付
額　

保
険
料
納
付
済
期
間
な

ど
に
応
じ
て
算
出

支
給
要
件　

▽
障
害
基
礎
年
金
ま

た
は
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
者
▽

前
年
所
得
が
４
７
２
万
１
０
０
０

円
以
下（
扶
養
親
族
数
に
応
じ
て

増
額
）

給
付
額　

▽
障
害
等
級
２
級
お
よ

び
遺
族
で
あ
る
人
＝
月
額
５
０
２

０
円
▽
障
害
等
級
１
級
の
人
＝
月

額
６
２
７
５
円

そ
の
他　

ハ
ガ
キ（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）に
記
載
し

て
い
る
期
限
ま
で
に
日
本
年
金
機

構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
支
給

要
件
を
満
た
す
場
合
、
２
年
目
以

降
の
手
続
き
は
原
則
不
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

給
付

金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０・

０
５
・
４
０
９
２
）・
保
険
年
金

課（
☎
40
２
２
５
９
）

日
時　

９
月
29
日
〜
令
和
５
年
３

月
30
日
の
木
曜
日（
全
22
回
）午

後
１
時
〜
２
時

会
場　

み
ず
と
ぴ
あ
藤
岡

日
時

10
月
16
日
㈰
午
前
９
時
15

分
受
け
付
け

会
場　

藤
岡
ボ
ウ
ル

種
目　

男
女
別
▽
ジ
ュ
ニ
ア（
高

校
生
以
下
）の
部
▽
マ
イ
ボ
ー
ル

一
般
の
部
▽
マ
イ
ボ
ー
ル
シ
ニ
ア

の
部
▽
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ル（
一
般
・

シ
ニ
ア
混
合
）の
部

※
シ
ニ
ア
は
当
日
50
歳
以
上
の
人

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
、
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
会
員

定
員

56
人（
先
着
順
）

参
加
料　

▽
一
般
＝
２
０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
＝
１
５
０
０
円

※
貸
し
靴
代
込
み

そ
の
他　

マ
イ
ボ
ー
ル
部
門
は
ア

メ
リ
カ
ン
方
式
、
他
は
ヨ
ー
ロ
ピ

ア
ン
方
式
の
３
ゲ
ー
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月

14
日
㈮
ま
で
に
藤
岡
ボ
ウ
ル（
☎

㉔
２
５
７
０
）へ

日
時

10
月
19
日
㈬
午
後
７
時
〜

９
時

会
場

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

演
題　

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
の
体

づ
く
り
と
は
？

講
師　

上
條
隆
さ
ん（
高
崎
商
科

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します

内
容　

水
中
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
軽
い
体
操

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

６
カ
月
間
参
加
で
き
る
健
康
な
人

※
通
院
し
て
い
る
人
は
か
か
り
つ

け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

定
員

25
人（
先
着
順
）

※
新
規
申
込
者
優
先

参
加
料　

無
料（
別
途
入
場
料
が

必
要
で
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

８
日
㈭
〜
14
日
㈬
に
電
話
で
元
気

長
寿
課（
☎
40
２
８
０
９
）へ

日
時　

９
月
30
日
㈮
午
後
１
時
〜

４
時（
要
予
約
）

会
場　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

▽
健
康
や
栄
養
に
つ
い
て

の
相
談
会
▽
血
管
年
齢
測
定
▽
体

組
成
測
定
な
ど

持
っ
て
く
る
物　

各
種
検
診
結
果

票
・
健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど

相
談
対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か

る
物

そ
の
他　

▽
相
談
は
家
族
な
ど
本

人
以
外
で
も
受
け
付
け
ま
す
▽
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
利
用
者
は
体
組
成
測

定
を
行
え
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課（
☎

40
２
８
０
８
）

※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します

手話をやってみよう（第42回）

　手話は音声言語と異なり、手指や体の動
き、表情を使って視覚的に表現する言語です。
　手話が身近な言語となるよう、皆さんも
やってみましょう。
　今月は「安心」を紹介します。

問い合わせ　福祉課（☎402384）

【安心】

両手のひらを上にして小指側を
両胸に当て、なで下ろす

後期高齢者医療被保険者証の更新
　現在使用している後期高齢者医療被保険者証は９月30日㈮で有効期限が切れます。新しい被保
険者証を９月中に郵送しますので、手元に届いたら氏名・住所などの記載内容を確認し、10月１
日㈯から使用してください。75歳以上の人、障害認定を受けた65歳以上の人が対象で、新しい
被保険者証はだいだい色です。有効期限が切れた被保険者証は各自で処分してください。
２割負担の導入

後期高齢者医療被保険者証の更新および２割負担導入について

　10月１日㈯から、保険医療機関の窓口で支払う医療費の自己負担割合に「２割」の区分が加わり、
１～３割の３区分となります。窓口負担が２割となる人は、現役並み所得者（３割負担）を除き、
一定以上所得のある人です。対象および自己負担限度額は下表を確認してください。

更新後の被保険者証有効期間　10月１日㈯～令和５年７月31日㈪
その他　▷今回の更新は被保険者証のみであり、限度額適用認定証および限度額適用・標準負担額
減額認定証は令和５年７月31日まで使えますので、破棄しないように注意してください▷自分が
２割負担の対象となるかなどの問い合わせについては回答いたしません
問い合わせ　保険年金課（☎402259）・県後期高齢者医療広域連合（☎027・256・7171）▷２割
負担導入に関する質問＝県後期高齢者医療広域連合専用コールセンター（☎027・331・9133）
▷制度見直しに関する質問＝厚生労働省コールセンター（☎0120・002・719）

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

高
齢
者
水
中
健
康
体
操

成
人
健
康
相
談

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
講
演
会

健
康
福
祉

年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
制
度

障
害
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金・

遺
族
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

広報ふじおか　令和４年９月１日号広報ふじおか　令和４年９月１日号17 16

※過去12カ月の間に、外来＋入院（世帯）の高額療養費の支給を４回以上受けている場合は、４回目から多数回該当となり、限度額が下がります

２
割
負
担

対象 自己負担限度額
一般Ⅱ 外来（個人） 外来＋入院（世帯）

①同一世帯に被保険者が１人の場合
住民税課税所得28万円以上かつ年金収入
＋その他の合計所得金額が200万円以上
②同一世帯に被保険者が２人以上の場合
住民税課税所得28万円以上かつ年金収入
＋その他の合計所得金額が320万円以上

１万8,000円または（6,0
00円＋（医療費－３万円）
×10％）の低い方を適用

５万7,600円
※多数回の場合は
４万4,400円


